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全国在宅医療会議

在宅医療提供者

日本医師会 ◆ 日本歯科医師会

日本薬剤師会 ◆ 日本看護協会
日本理学療法士協会
日本作業療法士協会
日本介護支援専門員協会
日本医療社会福祉協会

国立長寿医療研究センター
国立成育医療研究センター
東京大学高齢社会総合研究機構
国立社会保障・人口問題研究所

日本在宅医療学会
日本在宅医学会
日本プライマリ・ケア連合学会
日本老年医学会
日本小児科学会
日本在宅栄養管理学会

＜研究機関＞

厚生労働省

全日本病院協会 ◆ 日本慢性期医療協会
全国老人保健施設協会
全国在宅療養支援診療所連絡会
全国在宅療養支援歯科診療所連絡会
全国薬剤師・在宅療養支援連絡会

日本訪問看護財団 ◆ 全国訪問看護事業協会
在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
日本ホスピス・在宅ケア研究会

地域包括ケアシステムを支える在宅医療の推進を目的として、全国レベルで在宅医療提供者、学術関係者、行政が、それぞれの知見を相互に共有し、
連携して実効的な活動をしていくための基本的な考え方を共有する。

＜ 基本的な考え方（案）＞
1. 在宅医療に係る対策を実効性のあるものとして推進するため、必要な協力体制を構築し、関係者が一体となって対策を展開する。
2. 在宅医療の普及の前提となる国民の理解を醸成するため、国民の視点に立った在宅医療の普及啓発を図る。
3. エビデンスに基づいた在宅医療を推進するため、関係者の連携によるエビデンスの蓄積を推進する。

全国在宅医療会議の目的

学術関係者行政

＜職能団体＞

＜事業者団体＞ ＜学会＞

日本在宅ケアアライアンス

市区町村
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第１回 全国在宅医療会議
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